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（順不同：敬称略）

分　野 機関・団体名及び役職名 氏　名

市町村関係 青森市経済部地域スポーツ課　課長 遠嶋　祥剛

公益財団法人
青森県スポーツ協会　副会長

大沢　陽子

特定非営利活動法人
青森県スポーツ・レクリエーション連盟　事務局長

葛西のり子

青森県女子体育連盟　会長 増田あけみ

青森県体操協会　理事 荒川　　栄

青森県エアロビック連盟　理事 中村　俊子

青森県小学校長会　対策部部長 成田　達哉

青森県中学校長会　広報委員長 笹  　弘道

青森県高等学校長協会　常任理事 古川　浩樹

青森県私立中学高等学校長協会　理事 笹木　正信

学識経験者 青森大学社会学部　特任教授 笠島　　明

一般社団法人
青森県文化振興会議　専務理事

岸里フミヱ

青森県吹奏楽連盟　理事長 鳴海　憲孝

青森県合唱連盟　理事長  村　成子

報道関係 日本放送協会青森放送局　放送部長 河野　糧祐

県民生活文化課　課長 館　　　栄

障害福祉課　課長 大水　康治

県警察本部警務部警務課　課長 工藤　昭幸

式典専門委員会　委員名簿

体育・スポーツ
関係

学校関係

経済・産業、
社会教育関係

県関係
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年 月 日 内 容

平成２５年　６月２４日 　公益財団法人青森県体育協会（以下「県体育協会」とする。）が、
平成３７年に開催の第８０回国民体育大会本大会の招致に関する要望
書を県、県議会及び県教育委員会に提出

平成２６年　６月２８日
～平成２７年　７月２３日

　県教育委員会において、青森県国体検討懇話会を設置し、「青森県
らしい国体のあり方」等について検討（全６回開催）

８月２６日 　青森県国体検討懇話会の検討結果報告書について、同懇話会座長が
知事及び教育長に報告

９月１０日 　平成２７年度第２回青森県総合教育会議において、第８０回国民体
育大会本大会の招致について知事と教育委員会が協議

９月１８日 　平成２７年９月青森県議会第２８３回定例会冒頭の提出議案知事説
明において、知事が平成３７年に開催される第８０回国民体育大会本
大会の本県招致について表明

１０月　９日 　同上定例会において、県議会が「第８０回国民体育大会の招致に関
する決議」を全会一致で可決

１１月２０日 　知事、教育長、県体育協会会長が、文部科学省と公益財団法人日本
体育協会に開催要望書を提出

平成２８年　１月１３日 　公益財団法人日本体育協会理事会において、開催申請書提出順序の
了解（開催内々定）

４月　１日 　県教育庁スポーツ健康課内に国体準備室を設置（５名体制）

８月３１日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会設立総会・第１回総会及び
第１回常任委員会を開催

１０月２１日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第１回総務企画専門委員会
を開催

１０月２５日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第１回競技運営専門委員会
を開催

１１月１０日 　第８０回国民体育大会市町村担当者会議及び競技団体担当者会議を
開催

平成２９年　３月２８日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第２回総務企画専門委員会
を開催

４月　１日 　国体準備室員を増員（７名体制）

４月１９日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第２回常任委員会を開催

５月２４日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第２回総会を開催

７月１３日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第２回競技運営専門委員会
を開催

第 ８ ０ 回 国 民 ス ポ ー ツ 大 会 準 備 経 過

説明・報告事項１
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年 月 日 内 容

７月２０日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第１回広報・県民運動専門
委員会を開催

８月３０日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第１回施設専門委員会を開
催

１０月２３日 　第８０回国民体育大会第１回会場地市町村・競技団体担当者会議を
開催

１０月２６日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第３回競技運営専門委員会
を開催

１１月　１日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第３回総務企画専門委員会
を開催

１２月１２日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第４回総務企画専門委員会
を開催

１２月１８日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第２回広報・県民運動専門
委員会を開催

平成３０年　１月１５日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第３回常任委員会を開催

１月２２日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会総務企画専門委員会第１回
開催基本構想策定検討部会を開催

１月２４日 　第８０回国民体育大会第１回公開競技・デモンストレーションスポ
ーツ担当者会議及び第２回市町村担当者会議を開催

３月１４日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会総務企画専門委員会第２回
開催基本構想策定検討部会を開催

４月　１日 　国体準備室員を増員（８名体制）

５月１４日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第５回総務企画専門委員会
を開催

５月１５日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第３回広報・県民運動専門
委員会を開催

６月　６日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第４回常任委員会を開催

７月１０日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会第３回総会を開催

８月３０日 　第８０回国民体育大会青森県準備委員会を第８０回国民スポーツ大
会青森県準備委員会に改称

９月　５日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第２回施設専門委員会
を開催

１０月１８日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第４回競技運営専門委
員会を開催

１１月　１日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第４回広報・県民運動
専門委員会を開催

〃　　 　国体準備室を国民スポーツ大会準備室に改称
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年 月 日 内 容

１１月１６日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第６回総務企画専門委
員会を開催

１２月２１日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第５回常任委員会を開
催

平成３１年　３月２８日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第５回競技運営専門委
員会を開催

４月　１日 　県教育委員会から業務を移管し、県企画政策部に国民スポーツ大会
準備室を設置（１４名体制）

４月２２日 　第８０回国民スポーツ大会第２回会場地市町村担当者会議を開催

令和元年　５月　９日
　　　　　５月１０日

　中央競技団体正規視察（ゴルフ）

　５月１６日 　中央競技団体正規視察（卓球）

　５月２２日 　中央競技団体正規視察（バドミントン）

　５月２３日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第７回総務企画専門委
員会を開催

５月２４日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第５回広報・県民運動
専門委員会を開催

　５月２８日
　５月２９日

　中央競技団体正規視察（高等学校野球）

６月１４日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第６回常任委員会を開
催

　６月２０日 　中央競技団体正規視察（カヌー）

　６月２０日 　中央競技団体正規視察（セーリング）

　６月２６日 　中央競技団体正規視察（弓道）

　６月２７日 　中央競技団体正規視察（スポーツクライミング）

　７月　１日
　７月　２日
　７月　３日

　中央競技団体正規視察（ソフトボール）

　７月　３日 　中央競技団体正規視察（テニス）

　７月　４日
７月　５日

　中央競技団体正規視察（サッカー）

　７月１０日
７月１１日

　中央競技団体正規視察（ラグビーフットボール）

　７月１８日 　中央競技団体正規視察（ソフトテニス）

　７月２２日
７月２３日

　中央競技団体正規視察（自転車）

　７月２６日 　中央競技団体正規視察（クレー射撃）
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年 月 日 内 容

７月２９日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第４回総会を開催

　７月３０日 　中央競技団体正規視察（剣道）

　７月３０日 　中央競技団体正規視察（体操）

　８月　２日 　中央競技団体正規視察（ホッケー）

　８月　９日 　中央競技団体正規視察（フェンシング）

　８月１５日 　中央競技団体正規視察（相撲）

　８月１９日 　中央競技団体正規視察（陸上競技）

８月２３日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第１回宿泊専門委員会
を開催

　８月２９日 　中央競技団体正規視察（空手道）

　８月３０日 　中央競技団体正規視察（なぎなた）

９月　３日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第１回輸送・交通専門
委員会を開催

９月１１日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第１回式典専門委員会
を開催

　９月２６日 　中央競技団体正規視察（銃剣道）

１０月　８日 　中央競技団体正規視察（ボート）

１０月　９日
１０月１０日

　中央競技団体正規視察（バレーボール）

１０月１５日 　中央競技団体正規視察（ハンドボール）

１０月１７日 　中央競技団体正規視察（レスリング）

１０月２３日 　中央競技団体正規視察（柔道）

１０月２９日 　中央競技団体正規視察（ウエイトリフティング）

１０月３０日
１０月３１日

　中央競技団体正規視察（軟式野球）

１０月３１日 　公益財団法人日本スポーツ協会が、知事、公益財団法人青森県ス
ポーツ協会会長、教育長に第８０回国民スポーツ大会冬季大会の開催
を依頼

１１月　１日 　中央競技団体正規視察（アーチェリー）

１１月　６日
１１月　７日

　中央競技団体正規視察（ライフル射撃）

１１月１３日 　中央競技団体正規視察（ボウリング）

１１月２０日 　中央競技団体正規視察（トライアスロン）

１１月２７日 　中央競技団体正規視察（馬術）
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年 月 日 内 容

１１月２８日 　令和元年１１月青森県議会第３００回定例会の一般質問において知
事が第８０回国民スポーツ大会冬季大会を開催することについて表明

１２月１６日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第６回広報・県民運動
専門委員会を開催

令和２年　１月１４日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第７回常任委員会を開
催

１月１５日
１月１６日

　中央競技団体正規視察（バスケットボール）

２月１３日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第６回競技運営専門委
員会を開催

２月２８日 　中央競技団体正規視察（水泳・飛込）

４月　１日 　国民スポーツ大会準備室員を増員（１９名体制）

４月２４日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第３回施設専門委員会
を開催（書面決議）

５月１１日 　第８０回国民スポーツ大会第３回会場地市町村担当者会議を開催
（書面開催）

５月１５日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第８回総務企画専門委
員会を開催（書面決議）

５月２８日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第７回広報・県民運動
専門委員会を開催（書面決議）

６月　１日 　知事、教育長、県スポーツ協会会長が、文部科学省と公益財団法人
日本スポーツ協会に開催申請書を提出

６月　１日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第８回常任委員会を開
催（書面決議）

６月２６日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第７回競技運営専門委
員会を開催（書面決議）

７月２２日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第５回総会を開催（書
面決議）

９月２５日 　公益財団法人日本スポーツ協会、文部科学省、鹿児島県、及び公益
財団法人日本障がい者スポーツ協会の４者が第７５回鹿児島国体を令
和５年に開催することを決定し、これにより第８０回国民スポーツ大
会（冬季大会及び本大会）を令和８年に一年延期することが決定

１０月８日 　公益財団法人日本スポーツ協会臨時理事会において、第８０回国民
スポーツ大会（冬季大会及び本大会）の開催地として内定

１０月２７日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第１回警備・消防専門
委員会を開催

１０月２８日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第１回医事・衛生専門
委員会を開催
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年 月 日 内 容

１２月１日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第１回水泳（飛込）競
技運営専門委員会を開催（書面決議）

　　　　　　　　〃 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第１回馬術競技運営専
門委員会を開催（書面決議）

１２月２１日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第１回馬術競技運営専
門委員会馬事衛生部会を開催（書面開催）

１２月２２日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第２回宿泊専門委員会
を開催

令和３年　１月１３日 　令和２年度第２回国体開催県検討会議を開催（オンライン開催）

１月２０日 　第８０回国民スポーツ大会第３回市町村担当者会議・第３回競技団
体担当者会議を開催

１月２２日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第９回総務企画専門委
員会を開催

２月１日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第９回常任委員会を開
催

４月１９日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第８回広報・県民運動
専門委員会を開催

４月２７日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第４回施設専門委員会
を開催

５月２８日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第８回競技運営専門委
員会を開催

６月９日 　令和３年度第１回国体開催県検討会議を開催（オンライン開催）

７月９日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第６回総会を開催（書
面決議）

７月３０日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第２回輸送・交通専門
委員会を開催（書面決議）

９月９日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第２回式典専門委員会
を開催（書面決議）

９月１６日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第２回馬事衛生部会を
開催（書面決議）

９月３０日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第２回水泳（飛込）競
技運営専門委員会を開催（書面決議）

１０月２６日 　中央競技団体正規視察（水泳（競泳・水球・AS・OWS）

１０月２９日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第２回馬術競技運営専
門委員会を開催（書面決議）

１０月２９日 　第８０回国民スポーツ大会第４回市町村担当者会議を開催（ｗｅｂ
説明）
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年 月 日 内 容

１０月２９日 　第８０回国民スポーツ大会第４回会場地市町村担当者会議・第４回
競技団体担当者会議を開催（ｗｅｂ説明）

１０月２９日 　第８０回国民スポーツ大会第１回会場地市町村宿泊・輸送担当者会
議を開催（ｗｅｂ説明）

１１月１７日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第９回競技運営専門委
員会を開催（書面決議）

１１月２２日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第２回医事・衛生専門
委員会を開催（書面開催）

１１月２２日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第３回宿泊専門委員会
を開催（書面開催）

１１月２２日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第２回警備・消防専門
委員会を開催（書面決議）

１１月２６日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第９回広報・県民運動
専門委員会を開催（書面決議）

１１月２６日 　第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会第１０回総務企画専門
委員会を開催（書面決議）
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第８０回国民スポーツ大会式典基本計画（案） 

 

１ 式典基本計画（案）について 

 第２回式典専門委員会で提示した式典基本計画（素案）に対する各委員からの御意

見・御要望は、素案を変更することなく調整が済みました。その後、事務局で掲載内

容の文言等について整理し、変更・修正を加えた「式典基本計画（案）」を作成しま

した。 

上記の変更内容と、その他文言等の修正箇所にはアンダーラインを引いております。 

 

２ 今後のスケジュール（予定） 

令和３年（開催５年前） 

９月          12 月              

令和４年（開催４年前） 

   12 月 

  

 

 主な変更点 

表紙 国スポと障スポの愛称とマスコットを追加 

目次 
１ 「青の煌

きら

めきあおもり国スポ・青の煌
きら

めきあおもり障スポの概要」 

⇒ １ 「第８０回国民スポーツ大会・第２５回全国障害者スポーツ大会の概要」へ変更 

 

 

Ｐ２ 

項目 １「青の煌
きら

めきあおもり国スポ・青の煌
きら

めきあおもり障スポの概要」 

⇒ １ 「第８０回国民スポーツ大会・第２５回全国障害者スポーツ大会の概要」へ変更 

大会愛称の趣旨を一つに集約 

⇒ 「～豊かな自然に恵まれた青森県で、参加するすべての人々が～」へ変更 

 

Ｐ11 

青森県旗・参加都道府県旗・会場地市町村旗掲揚及び降納「青森県民歌」 

⇒ 「青森県民の歌『青い森のメッセージ』」へ変更 

総合閉会式・閉会式の閉式通告「ファンファーレⅥ」 

⇒ 総合開会式・開会式の閉式通告と同じ「ファンファーレⅣ」へ変更 

追加 
第 80 回国民スポーツ大会会場地市町村選定状況（市町村図） 

⇒ 最終ページに見開きで掲載 

審議事項１ 

第４回 

式典専門委員会 

式典実施計画 

について 

事
務
局
で
素
案
を
調
整 

第３回 

式典専門委員会 

式典基本計画

（案） 

審議・承認 

常任委員会 

式典基本計画

（案） 

審議・決定 

第２回 

式典専門委員会 

式典基本計画 

（素案） 

審議 

印
刷
・
製
本
・
送
付 

式
典
実
施
計
画
の
掲
載
内
容
検
討 
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式典基本計画(案) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別冊資料 



 

 

目 次 

 

式典基本計画策定にあたって                  １ 

１ 第８０回国民スポーツ大会・第２５回全国障害者スポーツ大会の概要 ２                   

２ 式典の概要                        ４ 
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７ 各競技会の表彰式                    １２ 

８ 炬火イベント                      １３ 

９ 式典に係る今後のスケジュール              １４ 

 



 

 

 

式典基本計画策定にあたって 

 

 第８０回国民スポーツ大会（以下「国スポ」という。）の冬季大会及び本大会が、令和

８年（２０２６年）に本県で開催することとなりました。本県での開催は、昭和５２年

（１９７７年）に初の完全国体となる｢あすなろ国体｣が開催されて以来４９年ぶりとな

り、国スポとしては、初の完全国スポとなります。 

 また、第２５回全国障害者スポーツ大会（以下「障スポ」という。）についても、同年

に本県で開催されることとなりました。 

 

 本県は、国スポの愛称を「青の煌
きら

めきあおもり国スポ」、障スポの愛称を「青の煌
きら

めき

あおもり障スポ」と定め、「オールあおもりで感動を創出し、県民のレガシー（遺産）と

する」を基本目標に掲げ、「県民の誰もがスポーツに親しむ国スポ」「県民が自発的、積

極的に参加する国スポ」「来県者を熱い心でおもてなしする国スポ」の３つの項目を柱と

して、「スポーツが盛んな青森県」の実現に向けて県民の総力を結集し、大会の成功を目

指します。 

 

 総合開・閉会式をはじめとする式典は、あおもりの美しい自然や悠久の歴史・文化を

全国から訪れる多くの人々に発信する絶好の機会となります。そこで、県民一人ひとり

の総力を結集し、地域の特色を生かして来県者を熱いおもてなしの心で迎えるとともに

交流の輪を広げ、あおもりのあらゆる魅力を最大限にアピールする場としながら、参加

するすべての人々の元気な姿が輝く式典にしたいと考えています。 

 

 式典基本計画は、「式典基本方針」を踏まえ、式典の具体的な内容について基本的な考

え方を明示し、式典全体の準備の円滑な推進を図るために策定するものです。 

 

昭和５２年（１９７７年）「あすなろ国体」 
～『青森県史資料編近現代６ 高度経済成長期の青森県』より～ 
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１ 第８０回国民スポーツ大会・第２５回全国障害者スポーツ大会の概要 

 

●大会名・開催時期・実施競技 ※開催時期は令和５年（２０２３年）度に決定 

 

第８０回国民スポーツ大会（青の煌
きら

めきあおもり国スポ） 

【 開 催 時 期 】 

冬季大会：令和７年（２０２５年）１２月～令和８年（２０２６年）２月末

日の５日間以内   

本 大 会：令和８年（２０２６年）９月中旬～１０月中旬の１１日間以内 

【総合開･閉会式会場】カクヒログループアスレチックスタジアム 

【 実 施 競 技 】正式競技 ３７競技   冬季大会の正式競技 ３競技 

特別競技  １競技 

公開競技  ７競技 

デモンストレーションスポーツ ３９競技 

 

第２５回全国障害者スポーツ大会（青の煌
きら

めきあおもり障スポ） 

【 開 催 時 期 】国民スポーツ大会本大会の直後を原則として３日間 

【 開 ･閉 会 式 会 場 】カクヒログループアスレチックスタジアム 

【 実 施 競 技 】正式競技 １４競技    

オープン競技 未定 ※令和６年（２０２４年）度に決定 

 
 
 
●大会愛称   

 
 
 
 

青い空、青い海や湖、青い山並など美しく豊かな自然に恵まれ

た青森県で、参加するすべての人々が、交流を深め、感動を創出

し、いきいきと煌
きら

めくような大会を目指します。 
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●スローガン  
 

 
 

 
 
 
●マスコットキャラクター 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●イメージソング 
 

「翔けろ未来へ」 作詞：井元 仁江 

作曲：Ｔ．Ｍｉｋａｍｉ 

編曲：多田 慎也、島田 尚 

歌：ＲＩＮＧＯＭＵＳＵＭＥ（りんご娘） 

 

「アップリート君」は、平成１９年に青

森県で開催された全国スポーツ・レクリエ

ーション祭のマスコットキャラクターとし

て誕生しました。 

特徴ある県の形と、ハチマキの中央にある

「りんご」で青森県を表現し、可愛らしく魅

力あふれるキャラクターとして県民に親し

まれ、祭典終了後の平成２０年からは、県民

のスポーツ・健康づくりのマスコットとして

引き続き活躍しています。 

縄文時代の遺跡が数多く存在する青森から、新たな歴史と感動を全国に向

けて発信し、未来につなげていきたいという願いを込めています。 

アップリート君 
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２ 式典の概要 

 
国スポ・障スポの式典は、開・閉会式、各競技会の表彰式、炬火イベントで構成

します。 
国スポ・障スポ共通のスローガン「翔けろ未来へ縄文の風に乗って」のもと、あ

おもりの多彩な魅力を全国に発信する式典とします。 
 

（１）式典テーマ 

 

（２）式典の基本的な考え方 

 

 

・県民一人ひとりが持つ知恵や創意工夫を結集し、簡素化に努めながらもみんな

で感動を創り出し、喜びを分かち合える式典を目指します。 

・県民の元気で活力ある姿がいきいきと輝く式典を目指します。 

 

 

 

 

 

・美しい自然や悠久の歴史と文化を表現して全国へ発信するとともに、あおもり

のあらゆる魅力を体感できる式典を目指します。 

・参加するすべての人々があおもりの良さを再認識し、その素晴らしさに誇りを

持つことができる式典を目指します。 

 

   

 

 

 

・県民による熱いおもてなしの心で来県者を歓迎し、心のこもった式典を目指し

ます。 

・全国から集う選手・観客をはじめ参加する人々の絆を深め、出会いを通して交

流の輪が広がり、レガシー（遺産）となる式典を目指します。 

① 県民一人ひとりが持つ力を結集し、創意工夫を凝らしながら感動を創出

するとともに、県民の元気な姿が輝く式典 

② 四季折々の美しい自然、豊かな食と物産に恵まれ、悠久の歴史と文化が

息づくあおもりのあらゆる魅力を全国へ発信する式典 

③ 来県者を熱いおもてなしの心で迎えるとともに、参加する人々の交流

の輪が広がる式典 
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３ 総合開会式・開会式 

 

（１）基本的な考え方（国スポ・障スポ共通） 

① 県民総参加のもと、総力を結集して選手・参加者へエールを送り、国スポ・

障スポへの期待感と感動を創出する内容とします。 

② 自然、歴史、文化といったあらゆる魅力を表現し、躍動するあおもりを全国

へ発信する内容とします。 

③ スポーツを通したつながりが貴重な財産となり、次代を担う子どもたちに夢

や希望を与えるとともに、県民がスポーツに親しむきっかけになるような内容

とします。 

 

（２）次第 

① 青の煌
きら

めきあおもり国スポ 総合開会式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 
 

場 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
御
着
席 

式
典
前
演
技 

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
御
退
席 

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
御
着
席 

式 
 

典 

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
御
退
席 

役
員
・
選
手
団
退
場 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

終 
 

了 

閉
式
通
告 

 
 

 
 

  

選
手
代
表
宣
誓 

 
 

 
 

  

炬
火
入
場
・
点
火 

 
 

 
 

  

天
皇
陛
下
お
言
葉 

 
 

 
 

  

文
部
科
学
大
臣
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

  

大
会
会
長
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

  

天
皇
杯
・
皇
后
杯
返
還 

 
 

 
 

  
 

 
 

 

会
場
地
市
町
村
旗
掲
揚 

青
森
県
旗
・
参
加
都
道
府
県
旗
・ 

 

実
施
競
技
団
体
旗
掲
揚 

大
会
旗
・
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
旗
・ 

 

国
旗
掲
揚 

 
 

 
 

  

開
会
宣
言 

 
 

 
 

  

役
員
・
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手
団
入
場 

 
 

 
 

  

開
式
通
告 

 
 

 
 

 ※次第については，公益財団法人日本スポーツ協会と協議の上、正式に決定します。 
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② 青の煌
きら

めきあおもり障スポ 開会式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）オープニングプログラムの基本的な考え方（国スポ・障スポ共通） 

① 多彩な出演団体によって「あおもりの魅力」を発信し、全国の人々と喜びや

感動を分かち合い、国スポ・障スポの開幕を飾るにふさわしい内容とします。 

② 多くの県民が参加し、出演者・観覧者が一体となって心躍る楽しい時間を共

に過ごし、期待感や応援ムードが高まる内容とします。 

 

（４）エンディングプログラムの基本的な考え方（国スポ・障スポ共通） 

① 式典の余韻を楽しみながら、これから始まる競技会への期待が高まるよう、

創意工夫を凝らした内容にします。 

② 式典終了後、会場周辺の混雑緩和と、役員・選手団のスムーズな退出が可能

となるよう配慮します。 

開 
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典 
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族
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炬
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・
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族
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国
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開
会
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・
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手
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入
場 

 
 

 
  

開
式
通
告 
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４ 総合閉会式・閉会式 

 

（１）基本的な考え方（国スポ・障スポ共通） 

① 数々の熱戦を繰り広げてくれた選手の健闘を称えるとともに、大会を支えて

くれたすべての人に感謝の気持ちを表現した内容とします。 

② 国スポ・障スポを通じて生まれた交流の輪、喜びや感動をさらに深める内容

とします。 

③ 第８１回国民スポーツ大会や、第２６回全国障害者スポーツ大会へつなげる

内容とします。 

 

（２）次第 

① 青の煌
きら

めきあおもり国スポ 総合閉会式 
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退
場 

終 
 

了 

閉
式
通
告 

 
 

 
 

  

閉
会
宣
言 

 
 

 
 

  

宮
崎
県
旗
掲
揚 

 
 

 
 

  

国
ス
ポ
旗
引
継 

 
 

 
 

  

炬
火
分
火
・
納
火 

 
 

 
 

  

国
旗
降
納 

 
 

 
 

  

実
施
競
技
団
体
旗
降
納 

 
 

 
 

 

大
会
旗
・
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
旗
・ 

 

会
場
地
市
町
村
旗
降
納 

 
 

 
 

 

青
森
県
旗
・
参
加
都
道
府
県
旗
・ 

 
 

 
 

  

ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

  

大
会
会
長
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

  

天
皇
杯
・
皇
后
杯
授
与 

 
 

 
 

  

表
彰
状
授
与 

 
 

 
 

  

成
績
発
表 

 
 

 
 

  

役
員
・
選
手
団
入
場 

 
 

 
 

  

開
式
通
告 

 
 

 
 

  

※次第については，公益財団法人日本スポーツ協会と協議の上、正式に決定します。 
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② 青の煌
きら

めきあおもり障スポ 閉会式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）オープニングプログラムの基本的な考え方（国スポ・障スポ共通） 

① 繰り広げられた熱戦を振り返り、感動を与えてくれた選手を称えるとともに、

「青の煌
きら

めきあおもり国スポ」及び「青の煌
きら

めきあおもり障スポ」に関わった

すべての方々への感謝の気持ちを表現した内容とします。 

② あおもりの魅力を全国に発信し、感動を創出する内容とします。 

③ 「青の煌
きら

めきあおもり国スポ」の総合閉会式では、「青の煌
きら

めきあおもり障ス

ポ」への期待が高まる内容とします。 

 

（４）ファイナルステージの基本的な考え方（障スポのみ） 

① 「青の煌
きら

めきあおもり障スポ」のフィナーレを飾るにふさわしい内容としま

す。 

② 選手、観客、大会関係者等が一体となって絆を深め、県民のレガシー（遺産）

となるような内容とします。 

開 
 

場 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

皇
族
御
着
席 

式 
 

典 

フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ 

皇
族
御
退
席 

役
員
・
選
手
団
退
場 

終 
 

了 

閉
式
通
告 

 
 

 
  

閉
会
宣
言 

 
 

 
  

炬
火
納
火 

 
 

 
  

大
会
旗
引
継 

 
 

 
  

国
旗
降
納 

 
 

 
  

大
会
旗
・
青
森
県
旗
降
納 

 
 

 
  

皇
族
お
言
葉 

 
 

 
  

ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
あ
い
さ
つ 

 
 

 
  

大
会
会
長
あ
い
さ
つ 

 
 

 
  

開
式
通
告 

 
 

 
 

役
員
・
選
手
団
入
場 
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５ 式典演技（式典前演技・歓迎演技） 

 

（１）基本的な考え方 

① 参加するすべての人々の笑顔が煌
きら

めき、これから始まる国スポ・障スポへの

期待感が高まる演技構成とします。 

② 美しい自然や悠久の歴史と文化を表現して、受け継がれてきたあおもりの誇

れる魅力を体感でき、全国に発信する演技構成とします。 

③ 出演者と観客が一体となって感動を創出し、いつまでも心に残る演出を目指

します。 

④ 演技内容がわかりやすく伝わり、あおもりの魅力を生かした展開とします。 

⑤ 国スポ・障スポの連携を図り、テーマや演出を共有します。 
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６ 式典音楽 

 

（１）基本的な考え方 

① 青森県の自然や歴史、文化をモチーフとした楽曲や、本県にゆかりのある楽

曲を取り入れて構成し、郷土色豊かな式典音楽を目指します。 

② あおもりの魅力を全国へ発信するため、式典音楽隊は県内の団体から構成し、

すべての参加者が感動を共有できる式典音楽を目指します。 

③ 全国から訪れる方々を熱いおもてなしの心で歓迎する式典音楽を目指しま

す。 

④ 国スポ・障スポの連携を図り、式典音楽と式典音楽隊は共有します。 

 

（２）音楽隊編成の構想 

① 音楽隊の編成人数 

楽隊別 人数 
吹奏楽隊 １５０名程度 
合唱隊 １５０名程度 
合 計 ３００名程度 

 

② 音楽隊の編成基準 

（共通基準） 

ア 日常的な活動が活発で、一定の演奏水準を維持でき、練習会、リハーサル、

総合開・閉会式及び開・閉会式に、地理的・時間的条件において参加が可能

な団体とする。 

イ 中学校・高等学校等の出演においては、学校長の承認が得られ、引率等が

確保できる学校とし、大学・職場一般においては、所属長等の承認が得られ

る団体とする。 

（部門別基準） 

ア 吹奏楽隊 

青森県吹奏楽連盟の推薦を受けた団体を中心として編成する。 

イ 合唱隊 

青森県合唱連盟の推薦を受けた団体を中心として編成する。 
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（３）使用曲の構想 

【総合開会式・開会式】 

場  面 ⻘の煌
きら

めきあおもり国スポ ⻘の煌
きら

めきあおもり障スポ 
開 式 通 告 ファンファーレⅠ 
役 員 ・ 選 手 団 入 場 入退場行進曲 
開 会 宣 言 ファンファーレⅡ 
国 旗 掲 揚 ｢君が代｣ 
大会旗・日本スポーツ協会
旗・実施競技団体旗掲揚 

｢若い⼒｣ − 

大 会 旗 掲 揚 − ｢空よ大地よ｣ 
⻘森県旗・参加都道府県
旗・会場地市町村旗掲揚 

⻘森県⺠の歌「⻘い森のメッセージ」 

天 皇 杯 ・ 皇 后 杯 返 還 ｢⾒よ勇者は帰りぬ｣ − 

炬 火 入 場 ・ 点 火 炬火関連曲Ⅰ 
選 手 代 表 宣 誓 ファンファーレⅢ 
閉 式 通 告 ファンファーレⅣ 
役 員 ・ 選 手 団 退 場 入退場行進曲 

 

【総合閉会式・閉会式】 

場  面 ⻘の煌
きら

めきあおもり国スポ ⻘の煌
きら

めきあおもり障スポ 
開 式 通 告 ファンファーレⅠ 
役 員 ・ 選 手 団 入 場 入退場行進曲 
表 彰 状 授 与 ｢⾒よ勇者は帰りぬ｣ − 
天 皇 杯 ・ 皇 后 杯 授 与 
⻘森県旗・参加都道府県
旗・会場地市町村旗降納 

⻘森県⺠の歌「⻘い森のメッセージ」 

大会旗・日本スポーツ協会
旗・実施競技団体旗降納 

｢若い⼒｣ − 

大 会 旗 降 納 − ｢空よ大地よ｣ 
国 旗 降 納 ｢君が代｣ 
炬 火 分 火 ・ 納 火 炬火関連曲Ⅱ 
国 ス ポ ・ 大 会 旗 引 継 宮崎県が指定する曲 
次 期 開 催 県 旗 掲 揚 宮崎県が指定する曲 − 
閉 会 宣 言 ファンファーレⅤ 
閉 式 通 告 ファンファーレⅣ 
役 員 ・ 選 手 団 退 場 入退場行進曲 
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７ 各競技会の表彰式 

  

第８０回国民スポーツ大会｢青の煌
きら

めきあおもり国スポ｣における各競技会の表

彰式については、｢国民体育大会開催基準要項｣及び｢同細則｣に基づき、会場地市町

村準備（実行）委員会等が関係競技団体と協議の上、次のとおり実施します。 

 

（１）内容 

各競技会の表彰式は、概ね次のとおりとします。 

① 開式通告 

② 成績発表 

③ 表彰状授与 

④ 大会会長トロフィー授与 

⑤ 競技会会長閉会のあいさつ 

⑥ 会場地代表歓送のことば 

⑦ 国旗降納 

⑧ 大会旗、実施競技団体旗、会場地市町村旗降納 

⑨ 競技会終了宣言 

⑩ 閉式通告 

 

（２）実施上の留意事項 

① 表彰式の実施に当たっては、競技の特性や種目・種別に応じて、簡素化に努

めるものとします。 

② 表彰式の内容及び所要時間は、選手のコンディションに配慮したものとしま

す。 

③ １競技が、複数会場地市町村にわたる場合は、当該市町村準備（実行）委員

会等と競技団体が十分協議の上、実施します。 

④ 大会会長トロフィーは、表彰式において授与するまでの間、表彰式を実施す

る会場地市町村準備（実行）委員会等が責任を持って保管します。 

⑤ 特別競技及びデモンストレーションスポーツに係る表彰式の内容について

は、上記(１)に準じます。ただし、大会会長トロフィー授与は除きます。 

⑥ 公開競技に係る表彰式については、中央競技団体が内容等を決定します。 

 

（３）その他 

  この取り扱いに定めるもののほか、表彰式の実施に必要な事項については、会

場地市町村準備（実行）委員会等が競技団体及び関係機関と協議の上、別に定め

ることとします。 
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８ 炬火イベント 

  

（１）基本的な考え方 

① 炬火イベントは、「オールあおもり」で創り上げ、国スポ・障スポ開催に向け

た気運を高める内容とします。 

② 県民の誰もが参加しやすく、幅広い世代の交流を通して、一体感と感動を得

られる内容とします。 

③ 各市町村の歴史・伝統・文化の特色を生かし、県民や選手の心に刻まれる内

容とします。 

 

（２）炬火イベント基本方針 

① 炬火は、県内全市町村で採火し、保管します。 

② 採火した炬火は一つに集火し、総合開会式・開会式において炬火台に点火し

ます。 

③ 炬火の市町村間リレーは、原則として行いません。 

④ 採火した炬火は、各市町村が実施する催しで活用することができます。 

⑤ 実施にあたっては簡素・効率化を心掛けながらも、地域の特色を生かし、多

くの県民が参加できる内容とします。 
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検討内容
令和４年

（開催４年前）
令和５年

（開催３年前）
令和６～７年

（開催２～１年前）
令和８年

（開催年）

全
体
計
画

・式典基本計画
・式典実施計画
・式典実施要項

・式典運営
(競技会表彰式)

・オープニング
　プログラム
・エンディング
　プログラム

式
典
音
楽

・使用曲選定
・音楽隊編成
・練習計画

式
典
演
技

・演技振付
・演技伴奏曲
・演技出演者
・出演団体
・練習計画

炬
火
関
係

・炬火演出
・炬火用具
・炬火台

９　式典に係る今後のスケジュール

式
典
運
営

総
合
練
習
会

・

総
合
リ
ハ
ー
サ
ル
実
施

式典基本計画 式典実施計画 式典実施要項

・式典全体の基本的

な考え方

・式次第検討

・競技会表彰式基準

要項

・全体スケジュール

・式次第決定

・実施本部体制

・動線計画

・選手団参集範囲

・放送・音響計画

・表彰式計画

・総合練習会計画

・役員・選手団入退場計画

・アナウンサー選定・養成

・音響機器・映像システム

整備計画

・市町村との連絡調整

プログラム構成検討 プログラム内容検討 出演団体決定 練習

・基本的な考え方

・構成イメージ

・出演者イメージ

・構成内容検討

・出演者選定

・映像プログラム検討

・出演団体の募集

・演目・出演団体決定

・映像制作

・練習計画

音楽隊・使用曲検討

・基本的な考え方

・音楽隊編成の構想

・使用曲の構想

・作・編曲者選定

使用曲制作・試奏会

・使用曲制作

・演奏形態検討

・出演者選定

・服飾デザイン検討

・楽器整備計画

録音会 練習

・指揮者・出演者決定

・使用曲決定

・楽譜制作

・服飾・楽器整備

・練習計画

演技展開検討 振付・曲の制作 出演団体決定

・基本的な考え方

・演技コンセプト検討

・活用素材検討

・伴奏曲検討

・出演団体編成計画

・出演団体選定

・演技構成・内容検討

・振付制作

・伴奏曲制作

・服飾デザイン検討

・演技展開・振付決定

・演技マニュアル策定

・出演団体決定

・演技用具・手具整備

・練習計画

炬火演出検討

・基本的な考え方

・炬火イベント基本方針

・採火・集火方法検討

・炬火用具デザイン検討

炬火演出・用具検討

・炬火演出

・炬火入場、点火計画

・炬火用具制作検討

・炬火走者選定検討

炬火イベント準備

・採火方法検討

・点火､分火､納火の演出

・炬火用具デザイン決定

・炬火用具制作

炬火

イベント

実施

・

炬火台

整備

練習
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パーク ゴルフ サッ カ ー マラ ソ ン

三戸町 五戸町 田子町
さ んのへまち ごのへまち たっ こ まち

① ① ①

ボート バスケッ ト ボール セーリ ング フ ェ ンシン グ フ ラ イ ン グディ スク ウオーキン グ ソ フ ト バレ ーボール ノ ルディ ッ ク ウォ ーキング ふれあいソ フ ト ボール

むつ市 大間町 東通村 風間浦村 佐井村
むつし おおままち ひがし どおり むら かざ まう ら むら さ いむら

下北地域

⑤（ 正④、 デ①） ① ① ① ①

サッ カ ー バスケッ ト ボール 相撲 ゲート ボール バウン ド テニス パーク ゴルフ Let’ s　 En joy　 バウンド テニス

ホッ ケー バスケッ ト ボール 軟式野球 ソ フ ト ボール 銃剣道 武術太極拳 いき いき 太極拳

ハンド ボール 剣道 軟式野球 マラ ソ ン ソ フ ト ボール 女子ソ フ ト ボール

ホッ ケー 軟式野球軟式野球 スポーツ チャ ンバラ フ ァ イ ン・ ボール 空道

六ヶ 所村 おいら せ町

野辺地町 七戸町 六戸町 横浜町 東北町

三沢市

十和田市

ろ っ かし ょ むら おいら せち ょ う

のへじ まち し ちのへまち ろ く のへまち よこ はままち と う ほく まち

みさ わし

と わだし

② ④（ 正①、 デ③）

① ① ① ① ②（ 正①､デ①）

⑧（ 正⑤、 公①、 デ①、 冬季①）

⑦（ 正③、 公②、 デ②）

上北地域

さ んのへまちさ んのへまちさ んのへまちさ んのへまちさ んのへまちさ んのへまち ごのへまちごのへまちごのへまちごのへまち たっ こ まちたっ こ まちたっ こ まちたっ こ まちたっ こ まちたっ こ まち

サッ カ ー バスケッ ト ボール レ スリ ン グ 自転車 ( ト ラ ッ ク ) ソ フ ト ボール ラ グビーフ ッ ト ボール（ ７ 人制） ボウリ ング

八戸市
はちのへし

⑨（ 正⑦、 冬季②）

三八地域

水泳 ( 飛込 )

県外

宮城県利府町
みやぎけんり ふちょ う

①

陸上競技 水泳 ( 競泳 ) 水泳 ( 水球 ) 水泳 (Ａ Ｓ ) 水泳 (OW S)総合開・ 閉会式 テニス バレ ーボール (６ 人制 )

ビ ーチバレ ーボール ハンド ボール ソ フ ト テニス 卓球 軟式野球 ラ イ フ ル射撃 (Ｃ Ｐ ) ラ グビ ーフ ッ ト ボール（ １ ５ 人制） ス ポーツ ク ラ イ ミ ン グ

アーチェ リ ー ゴルフ ト ラ イ アスロ ン アク アスロン ウォ ーク ビンゴ カ ーリ ン グ ソ フ ト バレ ーボール タ ーゲッ ト ・ バード ゴルフ

ド ッ ジボール 年齢別ソ フ ト テニス 年齢別テニス ふれあいボウリ ン グ ユニバーサルホッ ケー ラ ージボール卓球 ダンススポーツ

ゴルフ 綱引 年齢別バド ミ ント ン

３ Ｂ 体操 ペタ ンク

青森市 平内町 今別町

蓬田村 外ヶ 浜町

あおも り し ひら ないまち いまべつまち

よも ぎたむら そと がはまま ち

東青地域

西北地域

・（ 正⑭、 デ⑫） ②（ 正①､公①） ①

① ①

バレ ーボール (６ 人制 ) バレ ーボール (６ 人制 ) 柔道 マス タ ーズスイ ミ ン グ ノ ルディ ッ ク ウォ ーキング

ふれあいゲート ボール ウオーキング マラ ソ ン ＆ウォ ーキン グ ビーチサッ カ ー

五所川原市 つがる市 鰺ヶ 沢町

板柳町 鶴田町 中泊町

深浦町
ごし ょ がわら し つがるし あじ がさ わま ち ふかう ら まち

いたやなぎまち つる たまち なかどまり まち

① ② ① ①

② ① ①

体操 ( 競技 ) 体操 ( 新体操 ) 体操 ( ト ランポリ ン ) ソ フ ト ボール 弓道

ラ イ フ ル射撃 (Ｃ Ｐ 以外 ) 空手道 ク レ ー射撃 高等学校野球 マスタ ーズ陸上競技

なぎなた パワーリ フ ティ ン グ パラ グラ イ ディ ング オリ エン テーリ ン グ カ ヌ ー (Ｓ Ｐ ) カ ヌ ー (Ｓ Ｌ 、ＷＷ) ユニカ ール

弘前市

藤崎町 大鰐町 西目屋村 田舎館村

ひろ さ きし

ふじ さ き まち おおわにまち にし めやむら いなかだてむら

⑨（ 正⑥、 特①、 デ②）

③（ 正①､公①､デ①） ③（ デ②、冬季①） ① ①

ス ポーツ ウエ ルネス 吹矢ス ポーツ ウエ ルネス 吹矢ス ポーツ ウエ ルネス 吹矢スポーツ ウエルネス 吹矢

中南地域

冬季①）冬季①）

スキースキー

いき いき 太極拳 スケートスケート

ウオーキング

新郷村
し んごう むら

①

自転車 ( ロ ード レース ) フ ロ アボール

階上町
はし かみちょ う

②（ 正①､デ①）

スケートスケート アイ スホッ ケーアイ スホッ ケー

サッ カ ー

南部町
なんぶち ょ う

②（ 正①、冬季①）②②（ 正①（ 正①、冬季①）

アイ スホッ ケーアイ スホッ ケー馬術

山梨県北杜市
やまなし けんほく と し

①

スキースキー

秋田県鹿角市
あきたけんかづのし

①

正式競技 特別競技 公開競技 デモ ン スト レ ーショ ンスポーツ
※市町村名横の丸数字は実施競技数

4 0 市町村（ 県外３ ） 3 7 1 7 3 9 3
冬季正式競技冬季正式競技冬季正式競技冬季正式競技

にし めやむらにし めやむら いなかだてむらいなかだてむらいなかだてむらいなかだてむらいなかだてむらいなかだてむら

ウエイ ト リ フ テ ィ ン グ グラ ウン ド ・ ゴルフ エアロビ ッ ク イ ン ディ アカ

平川市
ひら かわし

④（ 正①、 公②、 デ①）

にし めやむらにし めやむらにし めやむらにし めやむら

バド ミ ン ト ン

黒石市
く ろいし し

①

マスタ ーズ陸上競技 ビリ ヤードビリ ヤードビリ ヤードビリ ヤード

第8 0 回国民スポーツ大会 会場地市町村選定状況（ 市町村図）

平内町

蓬田村

今別町

外ヶ 浜町

外ヶ 浜町外ヶ 浜町

中泊町中泊町

中泊町

五所川原市五所川原市

五所川原市

深浦町

西目屋村

田子町

三戸町

新郷村
南部町

五戸町 八戸市

階上町

十和田市

六戸町おいら せ町おいら せ町

七戸町

東北町

三沢市三沢市

野辺地町

六ヶ 所村六ヶ 所村

横浜町

むつ市 東通村

風間浦村風間浦村
大間町大間町

佐井村佐井村

鶴田町

板柳町
藤崎町

青森市

つがる市

鰺ヶ 沢町

弘前市
田舎館村

黒石市

平川市
大鰐町
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第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会事務局 

（青森県企画政策部 国民スポーツ大会準備室 競技式典担当） 

〒030-8570 青森市長島一丁目 1 番 1 号 

TEL 017-734-9771  FAX 017-734-8032 

https://aomorikokuspo2026.pref.aomori.lg.jp/ 
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式典基本計画（素案）及び総合開・閉会式への意見・要望について 

 

 第２回式典専門委員会において、各委員に対する式典基本計画（素案）及び総合開・

閉会式の演出・構成に対する御意見・御要望を伺ったところです。各委員からの御意

見・御要望並びに御質問の内容と回答は以下のとおりです。 

 

１ 式典基本計画（素案）について 

（１）式典基本計画（素案）に対する記載内容についての意見 

○「青の煌
きら

めきあおもり国スポ」では、大会愛称の趣旨に「青い空、青い海や湖、 

青い山並など美しく豊かな～」と「豊かな」が記載されていますが、「青の煌
きら

めき

あおもり障スポ」では、「豊かな」が消えています。その理由について教えてくだ

さい。 

（回 答） 

国スポの愛称は公募により決定しました。また、障スポの愛称は、国スポに準じて

策定されました。愛称の趣旨について県障スポ準備委員会に確認したところ、障スポ

の愛称の趣旨の「豊かな」という標記の記入が無いことについては、確認不足であり

ました。今回作成した式典基本計画（案）では、愛称の趣旨を一つにまとめ、訂正し

ております。 

 

○冬季大会も第８０回国スポに含まれ完全国スポであるとういうことだが、開・閉

会式は総合開会式に準ずるということなのか。別にあるとすれば記載してはどう

か。 

（回 答） 

本県は冬季大会を含めた完全国スポではありますが、冬季大会の開・閉会式の考え

方については、国民体育大会開催基準要項の 20 大会の式典【冬季大会】にあるとお

り「冬季大会の各競技会においては、開始式並びに表彰式を実施するものとする。た

だし、その場合はできるだけ簡素なものとし、内容については、開催県実行委員会に

おいて企画の上、日本スポーツ協会と協議して定める。」とし、本大会とは別に位置づ

けられているものとして御理解ください。 

 

○基本計画について、紙面上で拝見しました。文字からではなかなかイメージが伝

わりづらいところもありましたが、考え方や方向性等はとても良いのではないか

と思います。私自身こういったセレモニーに関して、豊富なレディネスを持ち合

わせている訳ではありませんので、近々の国民スポーツ大会の諸データから良い

と思われる点を取り入れ、本県風にアレンジして、本県らしさをアピールできる

演出・構成となっていればいいのではないかと思います。 

（回 答） 

委員の方々から御助言をいただき、今後、青森らしさ・青森のあらゆる魅力を全国

に発信できるような演出・構成づくりに努めて参ります。 

 

○５年も先なので克服はしていると思うが、「With コロナ」の観点も盛り込んでお

いてもいいのでは。 

（回 答） 

「With コロナ」の観点を盛り込んだ式典のあり方については、参加する全ての方々

への感染防止対策、感染リスクの軽減に向けた対応を今後考慮して参ります。 

別添資料 
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（２）国スポ及び式典についての質問 

○県民がオールあおもりで国スポを成功させるという気運や意識を高めるために

は、デジタルを活用した効果的な広報活動を早期から展開したらいかがでしよう

か。今は、新型コロナ感染症の影響により、鹿児島国体の延期、三重国体の中止

と予想外の出来事でしたが、これを機に大規模な危機管理体制を考慮したあり方

も視野に入れて検討しなければならないと考えます。 

（回 答） 

広報活動におけるデジタルの活用については、国スポの気運醸成に向けて有効な手

段として、積極的に取り組むべきものと考えております。 

また、大規模な危機管理体制を考慮したあり方については、所管している県準備委

員会警備・消防専門委員会と連携しながら対応に努めて参ります。 

 

○障スポは「国民スポーツ大会本大会の直後を原則として３日間」ですが何故です

か？パラリンピックもオリンピックの後ですが、スローガンにもあるように、「～

新たな歴史と感動を全国に向けて発信～」と記載され、願いを込めて青森県では

障がい者スポーツをたたえ、直後ではなく「直前」の開催は難しいのでしょうか。 

（回 答） 

障スポの大会会期については、全国障害者スポーツ大会開催基準要綱の５．大会開

催の基本方針に「（２）大会は、毎年実施される国民体育大会本大会の直後を原則とし

て、当該都道府県において、３日間で開催する。」「（３）大会会期は、国民体育大会本

大会の開催にあわせて、開催３年前までに開催地主催者が中央主権者と協議して決定

する。」と定められています。従いまして、本県においても障スポの大会会期は先催県

と同様と考え、本大会開催後に障スポを開催することとして今後日本パラスポーツ協

会と県障スポ準備委員会が協議していく予定です。 

 

 

２ 総合開・閉会式の演出・構成に関するコンセプトや方向性、出演団体等について

の意見 

○全県的な取組としてのコンセプトや方向性等をふまえた内容を御提示いただ

いたうえで、改めて検討したい。 

○オープニングプログラムに取り入れたいものを考えた時、青森には伝統芸能、

民謡 ダンス、祭り、四季の青森という多様な表現素材があるため、それらを

どのように構成するかでは、逆に選択することの難しさも出てくるのではと。

様々な要因に左右されずに、コンセプトに沿った作品を創り上げることを応援

したいと考えます。観客との一体感を重視しているようですがとても大事なこ

とで、これが県民の心に残るレガシーとなるのではないか。52 年のあすなろ国

体から 49 年間の新たな青森の進化を感じさせるものや、世界遺産に登録され

た縄文時代の人々の暮らしを、ダンスや和太鼓を用いた表現(幼稚園児から大

人まで)ができるのではないかと考えます。 
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○【総合開会式】  

・オープニングプログラム 

 青の煌めきダンスを踊る前に県内のチア・マーチングバンド、バトン等によ

る応援パフォーマンス。 

  煌めきダンスは幼稚園児から高齢者、障がい者まで多くの人が参加して踊

る。 

  ダンスは会場の踊りとともに県内様々な場所で県民が一緒に踊る。 

  その様子を映像で流す。（県民一斉参加型） 

・式典演技 

  縄文から未来へという演出（文化とスポーツの融合）６本柱を会場に映像と

語りとパフォーマンス。 

  スタートは男子新体操を活用。 

・エンディングプログラムについて 

  子どもから大人まで大勢（100 人以上）の三味線演奏。曲により歌をつけた

り、ダンスパフォーマンス、手踊り等で選手を激励する。 

・出演団体は演出に合わせて 

  ①幼・小・中・高・大・特別支援に関してはそれぞれ関係する団体へ依頼 

  ②個人公募、団体公募 

 

【総合閉会式】 

・オープニングプログラム 

  映像で振り返るとともに選手等を称え、煌
きら

めきの歌とダンスの融合。 

（障がい者へ引き継がれるイメージで） 

・エンディングプログラム 

  障スポの映像と参加者の声を一体化させ、最後は県内各地の太鼓の合同演奏

等パフォーマンスで閉める。 

○炬火イベントでは、「炬火の市町村リレーは、原則として行いません」と記載

されておりますが、例えば「あすなろ国体」で当時炬火リレーに参加された方

（中学生？詳細不明で申し訳ございません）を再度起用し、将来を担う現在の

中学生等にバトンタッチするような構成ができたら素敵なのではないかと思

いました。各市町村が実施する催しになると思いますが、スローガンでもある

「～未来につなげていきたいという願いを込めています。」を表現できるので

はないかと思いました。 

○コロナ禍で各種スポーツ大会・イベント等が中止・延期となっている今日、資

料に記されているように、総合開・閉会式の式典の簡素・効率化は避けて通れ

ない検討課題となりそうです。 

○合唱団に高校生を依頼するのでしたらリハーサル回数はなるべく少なく実施

していただきたい。 
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